
清水わき 心ふれあう 嘉島町

緊
急
物
資
を
発
送
▽
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
町
建
設
業
協
会
の
清
掃
活

動
、
そ
し
て
、▽
町
農
村
女
性
グ
ル
ー

プ
が
熊
本
市
の
子
ど
も
た
ち
を
招
い
た

田
植
え
体
験
交
流
会
は
嘉
島
と
都
市
部

を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
に
も
。

　
写
真
上
は
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
で

開
か
れ
た
少
年
野
球
教
室
。
震
災
復
興

「
心
を
つ
な
ぐ
」
取
り
組
み
。
以
下
時

計
回
り
に
▽
町
と
進
出
企
業
を
つ
な
ぐ

立
地
協
定
調
印
式
▽
西
日
本
豪
雨
の
被

災
地
へ
の
思
い
を
つ
な
ぎ
、
町
内
か
ら
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熊
本
地
震
で
被
災
し
た
嘉
島
町

の
大
型
商
業
施
設
「
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
」
が
７
月
20
日
、
増
床
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
全
面
開
業
し
ま

し
た
。

　

同
モ
ー
ル
は
震
災
で
一
時
、
全

館
休
業
。
そ
の
後
は
順
次
、
営
業

を
再
開
し
て
今
回
、
最
後
の
復
旧

工
事
に
合
わ
せ
、
増
床
さ
れ
た
西

側
「
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ
ア
」
も
完

成
。
売
り
場
面
積
は
震
災
前
か
ら

１
万
６
千
平
方
㍍
増
え
て
約
12
万

平
方
㍍
と
な
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
下
仲
間
・
上
仲
間
計

画
地
区
に
進
出
す
る
運
送
・
倉

庫
業
の
熊
本
交
通
運
輸
（
本
社
・

益
城
町
）、
運
送
業
の
新
興
運
送

（
同
・
熊
本
市
）
の
両
社
が
７
月

９
日
、
町
と
そ
れ
ぞ
れ
立
地
協
定

に
調
印
し
ま
し
た
。

　

熊
本
交
通
運
輸
は
、
先
に
工
場

進
出
し
た
移
動
棚
メ
ー
カ
ー
・
金

　

増
床
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
で
は
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
吉
田
昭
夫
社
長

（
58
）
が
九
州
や
県
内
初
出
店
の

店
舗
と
と
も
に
、
耐
震
性
の
強
化

な
ど
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

に
先
立
ち
、
荒
木
町
長
が
「
地
域

に
寄
り
添
い
、
よ
り
一
層
魅
力
あ

ふ
れ
る
元
気
の
発
信
基
地
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
表
明
し
ま

し
た
。

剛
の
南
隣
に
約
１
万
４
千
平
方
㍍

の
用
地
を
確
保
。
第
１
期
工
事
で

は
鉄
骨
造
り
の
倉
庫
（
延
べ
床
面

積
約
２
千
平
方
㍍
）
を
総
事
業
費

約
５
億
円
で
建
設
し
ま
す
。

　

新
興
運
送
は
、
熊
本
交
通
運
輸

に
隣
り
合
う
用
地
約
９
千
平
方
㍍

に
鉄
骨
一
部
２
階
建
て
（
同
約
２

千
平
方
㍍
）
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を

建
設
、
総
事
業
費
は
約
６
億
円
。

併
せ
て
本
社
も
セ
ン
タ
ー
内
に
移

転
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　

立
地
協
定
調
印
式
は
町
役
場
で

行
わ
れ
、
荒
木
町
長
が
「
熊
本
交

通
運
輸
さ
ん
が
事
業
拡
大
の
新
た

な
拠
点
に
、
ま
た
新
興
運
送
さ
ん

に
は
本
社
の
移
転
先
に
至
る
ま
で

嘉
島
町
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
心

強
い
限
り
で
す
」
と
進
出
を
歓
迎

す
る
と
、
熊
本
交
通
運
輸
の
住
永

金
司
社
長
、
新
興
運
送
の
古
賀
友

啓
社
長
も
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

　

両
社
は
来
年
４
月
の
操
業
開
始

を
目
指
し
て
今
年
10
月
に
も
着
工

す
る
方
針
。
町
内
は
じ
め
地
元
か

ら
の
新
規
採
用
は
熊
本
交
通
運
輸

約
15
人
、
新
興
運
送
30
人
余
り
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
若
手
経
営
者
ら
が
一
堂

に
会
し
、
研
さ
ん
を
深
め
る
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
大
会
が
６
月

30
日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
「
上
益
城
大
会
」
と
銘
打
っ
た

合
同
研
修
会
で
、
県
内
48
の
各
商

工
会
青
年
部
の
部
員
ら
が
集
結
。

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
荒
木

町
長
は
自
身
が
Ｏ
Ｂ
で
部
員
だ
っ

た
当
時
を
振
り
返
り
、
企
業
間
競

争
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
る
商
工
会
青
年
部
の
面
々
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

県
内
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
代
表
が

青
年
部
や
地
域
振
興
の
活
動
、
自

社
の
経
営
事
例
な
ど
の
テ
ー
マ
で

意
見
発
表
を
行
う
「
若
い
経
営
者

の
主
張
」
や
震
災
復
興
の
基
調
講

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

翌
７
月
１
日
に
は
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

西
側
ス
ク
エ
ア
増
床

西
側
ス
ク
エ
ア
増
床

荒
木
町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

立
地
協
定
調
印
式
で
あ
い
さ
つ
す
る

荒
木
町
長
（
左
端
）

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

熊
本
交
通
運
輸
／
新
興
運
送

　
　
　

        

　

嘉
島
町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

の
定
期
総
会
が
６
月
29
日
、
北
甘

木
の
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
加
入
の
臼

杵
運
送
、
金
剛
、
日
本
機
電
西
日

本
販
売
を
加
え
た
同
連
絡
協
の
会

員
は
全
59
社
と
な
り
ま
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
工
場
に
併
設
さ
れ

て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
震
災
後
、

改
築
・
新
装
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス「
ふ
れ
あ
い
空
間
〜
阿
蘇
〜
」

に
は
、
会
員
各
社
の
代
表
ら
が
顔

を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

同
連
絡
協
顧
問
の
荒
木
町
長
、

県
企
業
立
地
課
の
深
川
元
樹
課
長

が
町
内
、
県
内
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

動
向
や
経
済
情
勢
な
ど
を
報
告
し
、

本
年
度
も
引
き
続
き
会
員
相
互
の

交
流
と
情
報
交
換
を
図
っ
て
い
く

事
業
計
画
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

嘉
島
町
で
大
会　

町
進
出
連
絡
協
の

会
員
企
業
59
社
に

町
と
立
地
協
定

町
と
立
地
協
定
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嘉
島
町
は
７
月
、
西
日
本
を
中

心
に
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
が
出
た
被
災
自
治
体

へ
の
救
援
・
支
援
に
乗
り
出
し
ま

し
た
。

　

町
は
７
月
17
日
、
愛
媛
県
大
洲

市
に
救
援
物
資
を
緊
急
発
送
。
２

年
前
の
熊
本
地
震
の
際
、
大
洲
市

か
ら
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
救
援

物
資
が
届
け
ら
れ
た
経
緯
が
あ
っ

て
今
回
、
現
地
の
要
望
を
聞
き
取

り
、
急
を
要
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

オ
ー
タ
ー
と
ア
ル
フ
ァ
ー
米
を
送

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
会
長
・
荒
木
町
長
）
も
愛

媛
県
松
山
市
社
協
に
一
輪
車
９
台
、

ス
コ
ッ
プ
44
本
、
バ
ケ
ツ
84
個
に

加
え
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を

緊
急
発
送
。
震
災
の
折
、
松
山
市

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
へ
の

「
恩
返
し
」
に
現
地
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
活
用
で
き
る

物
資
を
取
り
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
で
は
人
的
支
援
も
。

愛
媛
県
宇
和
島
市
の
建
物
被
害
調

査
に
当
た
る
熊
本
県
支
援
チ
ー
ム

に
税
務
課
の
職
員
１
人
を
派
遣
。

荒
木
町
長
は
「
必
要
に
応
じ
、
可

能
な
人
的
支
援
も
進
め
て
い
く
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
「
人
口
が
増
え
て

い
る
」
と
い
う
調
査
結
果
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
総
務
省
が
７

月
11
日
発
表
し
た
２
０
１
８
年
１

月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
人
口
動
態
調
査
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
熊
本
県

内
の
日
本
人
人
口
は
１
７
７
万
５

７
７
３
人
で
前
年
か
ら
１
万
８
７

８
人
の
減
少
。
市
区
町
村
別
で
人

口
が
増
え
た
の
は
、
嘉
島
町
の
ほ

か
、
熊
本
市
の
中
央
区
と
南
区
、

合
志
市
、
菊
陽
町
、
大
津
町
の
６

市
区
町
に
限
ら
れ
、
他
は
軒
並
み

減
少
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
熊
本

県
で
は
外
国
人
の
人
口
増
加
率
が

16
・
64
％
で
全
国
ト
ッ
プ
で
し
た
。 　

嘉
島
町
が
今
後
、
震
度
６
弱
以

上
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
る
確
率
は

「
26
％
以
上
」
と
想
定
す
る
国
の

全
国
地
震
動
予
測
地
図
が
６
月
26

日
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
予
測
地
図
は
、
政
府
の
地
震

調
査
委
員
会
が
目
下
、
想
定
さ
れ

る
今
後
30
年
以
内
に
震
度
６
弱
以

上
の
地
震
の
危
険
性
を
示
し
た
２

０
１
８
年
版
（
１
月
１
日
時
点
）

で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
県
内
で

「
26
％
以
上
」
と
想
定
さ
れ
る
の

は
嘉
島
町
や
益
城
町
、
御
船
町
、

熊
本
市
（
北
区
を
除
く
）、
宇
土

市
な
ど
で
、
各
市
町
村
の
確
率
は

熊
本
地
震
の
前
の
同
予
測
地
図
16

年
版
と
比
べ
、
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
布
田
川
断
層
帯
に
関

し
て
は
熊
本
地
震
後
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
７
・
０
ク
ラ
ス

の
地
震
の
確
率
は
「
ほ
ぼ
０
％
」

と
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
文
部
科

学
省
地
震
・
防
災
研
究
課
で
は

地
震
と
断
層
の
関
わ
り
を
挙
げ
、

「
注
意
を
怠
ら
な
い
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
西
日
本
を
中
心
に
し
た
記
録
的

な
７
月
豪
雨
に
よ
っ
て
甚
大
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
市
町
村
を
支
援

す
る
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

救
援
金
」
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

町
役
場
窓
口
や
町
民
会
館
ロ

ビ
ー
、
町
社
協
に
募
金
箱
を
設
置

（
平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
）。
ま
た
、
肥
後
銀
行
の
窓
口
で

口
座
名
「
嘉
島
町
平
成
30
年
７
月

豪
雨
災
害
救
援
金
」（
肥
後
銀
行　

嘉
島
支
店　

１
１
０
８
９
７
）
と

申
し
出
れ
ば
手
数
料
は
無
料
で
す

（
な
お
、
他
の
金
融
機
関
か
ら
振
り

込
む
場
合
は
手
数
料
が
必
要
）。

　

町
と
町
社
協
で
は
寄
せ
ら
れ
た

浄
財
を
被
災
地
へ
届
け
る
方
針
で

す
。
詳
細
や
問
い
合
わ
せ
は

町
社
協
☎
２
３
７－

２
９
８
１
。

　
　

町
役
場
の
募
金
箱

震
度
６
弱
以
上

　
　
　
　
町
「
26
％
以
上
」

救援・支援救援・支援にに町乗町乗りり出出すす
西日本「平成30年７月豪雨」西日本「平成30年７月豪雨」

緊急物資発送、職員も派遣緊急物資発送、職員も派遣

豪雨救援へ募金箱設置

町と町社協
銀行口座も

嘉
島
町
人
口　

増
え
る

嘉
島
町
人
口　

増
え
る
今
年
１
月
１
日

今
年
１
月
１
日

人
口
動
態
調
査

人
口
動
態
調
査
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嘉
島
町
「
社
会
を
明
る
く
す
る

（
社
明
）
運
動
実
施
委
員
会
」
は

７
月
17
日
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

を
呼
び
掛
け
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
へ
の
理
解
を
求
め
る
町

内
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
役
場
で
開
か
れ
た
出
発
式
に

は
町
内
の
保
護
司
や
関
係
団
体
の

代
表
ら
が
顔
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

同
委
員
会
長
の
荒
木
町
長
か
ら

「
安
全
・
安
心
で
明
る
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
エ
ー

ル
を
送
ら
れ
て
出
発
＝
写
真
。

　

嘉
島
町
建
設
業
協
会
（
髙
村
倫

博
会
長
）
は
７
月
17
日
、「
町
内

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
展
開
し
ま
し

た
。
組
織
挙
げ
て
取
り
組
む
恒
例

の
清
掃
奉
仕
活
動
で
、
震
災
の
た

め
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
再
開
。

　

同
協
会
加
盟
９
社
の
従
業
員
20

人
余
り
が
〝
出
動
〞。
今
回
は
町

道
・
中
学
校
線
沿
い
約
２
・
３
㌔

に
渡
っ
て
茂
っ
た
雑
草
を
除
去
。

猛
暑
の
中
、
参
加
し
た
面
々
は
使

い
慣
れ
た
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
次
々

と
雑
草
を
抜
き
取
っ
た
り
、
刈
り

取
っ
た
り
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

見
違
え
る
よ
う
に
な
っ
た
町
道

沿
い
の
様
子
に
「
町
の
幹
線
道
を

す
っ
き
り
で
き
、
日
ご
ろ
か
ら
お

世
話
に
な
る
地
域
の
お
役
に
立
て

て
良
か
っ
た
」
と
同
協
会
で
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

車
両
５
台
を
連
ね
た
パ
レ
ー
ド

の
一
行
は
「
犯
罪
や
非
行
が
な
い

地
域
づ
く
り
」「
地
域
で
立
ち
直

り
を
支
え
合
お
う
」
な
ど
と
訴
え

な
が
ら
町
内
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

７
月
は
、
更
生
保
護
の
日
（
７

月
１
日
）
に
ち
な
む
社
明
運
動
強

調
月
間
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て

例
年
、
町
内
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
６
日
に
は
「
犯
罪

や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
を
築
く
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
」
と
い
う
趣
旨
の
首
相
と
県

知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
嘉
島
町
に

も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

内
外
か
ら
講
師
を
招
く
講
座
で
４

月
に
開
講
。
２
回
目
の
今
回
の
講

師
は
熊
本
市
の
子
育
て
支
援
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ワ
ー
カ
ー
ズ
「
ペ
ペ
ペ
ペ
ら

ん
」
の
高
野
和
佳
子
代
表
。

　

高
野
代
表
は
「
心
に
届
け
！
こ

と
ば
の
力
」
と
題
し
て
講
演
。
本

の
読
み
聞
か
せ
や
童
歌
を
交
え
な

が
ら
、
絵
本
や
昔
話
は
生
き
る
力

に
あ
ふ
れ
、
教
訓
を
内
在
さ
せ
て

い
る
と
指
摘
。
電
子
媒
体
が
主
流

と
な
る
今
こ
そ
子
育
て
、
孫
の
世

話
に
「
絵
本
や
昔
話
を
お
忘
れ
な

く
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

町
教
委
の
高
齢
者
・
婦
人
合
同

学
級
が
装
い
を
改
め
た
同
講
座
は

次
回
８
月
30
日
、
認
知
症
を
テ
ー

マ
に
開
く
予
定
で
す
。

☆
嘉
島
町
民
講
座　

６
月
29
日
、

町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町

☆
嘉
島
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
談
話
会　

７
月
６
日
、
町
役
場

で
開
か
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
委

員
の
交
代
で
会
長
に
廣
田
惠
子
氏

（
元
町
婦
人
会
長
）、
副
会
長
に
田

上
要
一
氏
（
町
区
長
会
長
）
を
そ

れ
ぞ
れ
互
選
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

同
懇
話
会
委
員
７
人
の
委
嘱
に

当
た
り
、
荒
木
町
長
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
女
性
の
よ
り
一
層
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
町
の
施

策
を
点
検
い
た
だ
き
、
併
せ
て
助

言
も
お
願
い
し
ま
す
」
と
要
請
。

議
事
で
は
本
年
度
の
啓
発
活
動
と

し
て
「
男
女
共
同
参
画
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
川
柳
の
募
集
な
ら
び
に

表
彰
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
了
承

し
ま
し
た
。

社
明
パ
レ
ー
ド

 

町
「
運
動
実
施
委
員
会
」

清
掃
奉
仕
活
動

 

町
建
設
業
協
会

お
世
話
に
な
る

明
る
く
安
全
に

嘉嘉  
島島

「
町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
前
に

勢
ぞ
ろ
い
し
た
町
建
設
業
協
会

の
参
加
者
ら

町
民
会
館
で
開
か
れ
た
２
回
目
の

町
民
講
座
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嘉
島
町
は
じ
め
熊
本
地
震
被
災

地
の
少
年
球
児
た
ち
を
招
い
た
元

プ
ロ
野
球
選
手
ら
に
よ
る
特
別
野

球
教
室
「
心
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
ッ
チ

　

嘉
島
町
滝
河
原
に
新
た
に
建
設

さ
れ
た
「
ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ
か
し
ま

西
保
育
園
」
が
７
月
２
日
、
開
園

し
ま
し
た
。
同
園
は
木
造
平
屋

（
延
べ
床
面
積
約
64
平
方
㍍
）、
浜

線
バ
イ
パ
ス
沿
い
で
嘉
島
西
小
の

近
く
で
す
。

　

町
内
で
四
つ
目
の
認
可
保
育
施

設
と
な
る
同
園
の
定
員
は
19
人
。

園
長
は
じ
め
総
勢
12
人
の
ス
タ
ッ

フ
（
栄
養
士
な
ど
含
む
）
で
０
〜

２
歳
児
を
受
け
入
れ
ま
す
。
開
園

式
に
は
入
園
児
が
保
護
者
同
伴
で

勢
ぞ
ろ
い
、
中
に
は
慣
れ
ず
に
泣

き
だ
す
子
も
。

　

町
は
将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
待

機
児
童
解
消
を
図
る
た
め
、
保
育

事
業
者
を
公
募
。
審
査
の
結
果
、

「
ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ
」
を
全
国
展
開

す
る
業
界
大
手
の
ニ
チ
イ
学
館
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
上
島
の
四
所
神
社
で
７

月
15
日
、
恒
例
の
茅ち

の
輪
く
ぐ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
病
災
祈
祷と
う

祭
」
に
合
わ
せ
、
カ
ヤ
と
竹
で

作
っ
た
直
径
約
２
㍍
の
茅
の
輪
を

入
り
母
屋
造
り
の
拝
殿
の
前
に
設

置
＝
写
真
。
参
拝
に
訪
れ
た
地
元

住
民
ら
は
夏な

越ご

し
に
ち
な
み
、
８

の
字
を
描
く
よ
う
に
２
度
、
茅
の

輪
を
次
々
に
く
ぐ
り
抜
け
な
が
ら
、

今
年
前
半
の
け
が
れ
を
は
ら
い
、

ま
た
後
半
の
無
病
息
災
を
願
っ
て

い
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
」
が
７
月
16
日
、
町
総
合

運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
震
災
復
興
支
援

活
動
「
水
の
国
く
ま
も
と
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、
特
別

コ
ー
チ
と
し
て
現
役
時
代
の
活
躍

が
話
題
を
呼
ん
だ
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ

の
駒
田
德
広
さ
ん
や
水
野
雄
仁
さ

ん
、
パ
ン
チ
佐
藤
さ
ん
ら
７
人
が

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
嘉
島
町
な
ど
上
益
城

郡
５
町
と
下
益
城
郡
美
里
町
の
小

学
生
13
チ
ー
ム
、
１
８
０
人
余
り

　

高
円
宮
賜
杯
第
38
回
全
日
本
学

童
軟
式
野
球
大
会
の
熊
本
県
予
選

が
５
月
19
日
〜
６
月
10
日
、
県
民

運
動
公
園
野
球
場
な
ど
で
開
か
れ
、

上
益
城
郡
代
表
の
嘉
島
西
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
は
８
強
入
り
を
果
た
し
、

失
点
率
の
結
果
、
６
位
に
入
賞
。

県
代
表
と
し
て
第
７
回
全
九
州
学

童
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
九
州
大
会
は
８
月
18
日
か
ら

福
岡
県
で
開
か
れ
、
同
ク
ラ
ブ
の

野
寺
康
太
郎
主
将
（
嘉
島
西
小
６

年
）
は
「
県
代
表
と
し
て
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
全
力
で
プ
レ
ー

は
特
別
コ
ー
チ
ら
の
指
導
の
下
、

ボ
ー
ル
の
握
り
方
に
始
ま
り
、
入

念
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。
バ
ッ
テ

リ
ー
や
内
外
野
な
ど
各
ポ
ジ
シ
ョ

ン
別
の
守
備
か
ら
走
塁
、
打
撃
練

習
ま
で
コ
ー
チ
陣
の
身
ぶ
り
手
ぶ

り
を
交
え
た
〝
熱
血
〞
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
猛
暑
に
負
け
ず
み
っ

ち
り
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー

サ
ン
ト
リ
ー

嘉島町で
野球教室野球教室元プロ選手らら指導

九
州
大
会
に
出
場
す
る
嘉
島
西

少
年
野
球
ク
ラ
ブ

少年野球教室「心をつなぐキャッチボール」

嘉島島町で嘉島町で元プ 選手元プ 選手 指導指導
心心をつなごうをつなごう

嘉
島
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

九
州
大
会
の

出
場
決
め
た

上
島
四
所
神
社

 

町
内
４
つ
目
の
認
可
施
設

か
し
ま
西
保
育
園

か
し
ま
西
保
育
園
開
園
開
園

茅
の
輪
く
ぐ
り

し
、
優
勝
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

す
。
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サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
が
県
立

劇
場
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
嘉
島
中

の
全
校
生
徒
を
招
い
た
「
み
ん
な

の
ま
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
７
月

９
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
へ
向
け
、

　

平
成
30
年
度
上
益
城
郡
中
学
校

総
合
体
育
大
会
（
中
学
総
体
）
が

６
月
23
〜
25
日
、
嘉
島
町
は
じ
め

郡
内
各
地
で
開
か
れ
、
嘉
島
中
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
女
が
そ

ろ
っ
て
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

県
大
会
（
７
月
21
〜
23
日
）
へ

駒
を
進
め
た
の
は
、
郡
大
会
を
制

し
た
バ
ス
ケ
男
女
と
、
出
場
標
準

記
録
ク
リ
ア
が
条
件
付
け
ら
れ
た

競
泳
の
男
子
百
㍍
自
由
形
・
２
百

㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
の
廣
川
生
（
２

年
）、
女
子
百
㍍
・
２
百
㍍
背
泳

ぎ
の
中
冨
遥
香
（
３
年
）、
そ
れ

に
男
子
４
百
㍍
・
４
百
㍍
メ
ド

レ
ー
の
リ
レ
ー
チ
ー
ム
（
掛
須
悠

由
、
平
田
雄
大
、
廣
川
生
、
秋
永

魁
人
）。

　

こ
の
ほ
か
、
◇
テ
ニ
ス
▽
複　

白
神
尚
也
・
塩
津
和
浩
◇
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
▽
団
体　

男
子
▽
単　

倉

内
翔
摩
▽
複　

澤
田
博
輝
・
増
永

大
蔵
―
も
県
大
会
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

嘉
島
町
で
は
今
年
も
コ
メ
づ
く

り
の
真
っ
最
中
。
地
元
農
家
か
ら

田
ん
ぼ
を
借
り
受
け
た
り
、
指
導

を
仰
い
だ
り
し
た
子
ど
も
た
ち
の

田
植
え
体
験
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
、
西
の
両
小
は
共
に
５

　

万
一
の
水
の
事
故
に
備
え
、
服

を
着
た
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
る
〝
着

衣
泳
〞
が
水
泳
学
習
の
一
環
で
６

月
27
日
、
嘉
島
西
小
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

挑
戦
し
た
５
、
６
年
生
は
、
指

導
に
当
た
っ
た
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
職

員
の
開
か
お
り
さ
ん
、
宮
永
誠
也

さ
ん
と
、
水
の
事
故
に
遭
っ
た
ら

「
ま
ず
１
１
９
番
に
通
報
す
る
」

と
約
束
。
そ
の
上
で
児
童
た
ち
は

浮
き
輪
代
わ
り
に
な
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
を
投
げ
入
れ
て
救
助
活

動
に
当
た
る
手
法

を
学
ん
だ
り
、
実

際
に
服
を
着
た
状

態
で
お
ぼ
れ
か
け

た
場
合
、
仰
向
け

で
大
の
字
に
な
っ

て
浮
き
続
け
た
り

す
る
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

年
生
、
そ
れ
に
嘉
島
幼
稚
園
児
＝

写
真
＝
も
７
月
２
日
、
そ
れ
ぞ
れ

借
り
受
け
た
田
ん
ぼ
に
出
て
昔
な

が
ら
に
苗
の
手
植
え
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
収
穫
の
秋
に
は
稲
刈
り
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

町
外
の
子
ど
も
た
ち
の
体
験
会

も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
か
み
ま

し
き
青
壮
年
部
嘉
島
支
部
が
熊
本

市
内
の
小
学
生
を
受
け
入
れ
た
一

方
、
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
も
同

市
内
の
保
育
園
や
こ
ど
も
園
の
園

児
ら
を
招
き
、
手
植
え
体
験
を
通

し
た
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
が
取
り
組
む
「
文

化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

心
と
体
の
支
援
活
動
」
の
一
環
。

九
州
交
響
楽
団
の
西
本
幸
弘
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
ら
弦
楽
四
重
奏

の
メ
ン
バ
ー
が
客
演
。

　

演
奏
会
に
先
立
ち
、
７
月
の

「
西
日
本
豪
雨
」
の
犠
牲
者
を
悼

み
、
メ
ン
バ
ー
ら
が
献
奏
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
追
悼
し
た
生
徒
た
ち

は
、
次
々
に
奏
で
ら
れ
る
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ビ
バ
ル
デ
ィ
ら
の
お

な
じ
み
の
楽
曲
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

質
問
タ
イ
ム
で
は
、
音
楽
や
弦

楽
器
と
の
出
会
い
、
舞
台
で
の
緊

張
解
消
法
な
ど
に
対
す
る
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
メ
ン
バ
ー
ら
の
回
答

に
、
生
徒
た
ち
の
歓
声
も
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

九響の弦楽四重奏のメンバーは楽しい演奏で
生徒たちを魅了した

浮ける？　大丈夫かしら

嘉
島
中

嘉
島
中サントリー「まちのコンサート」サントリー「まちのコンサート」

弦楽弦楽の調べ楽しむの調べ楽しむ

田
植
え
体
験

町
内
相
次
ぐ

水
の
事
故
想
定嘉

島
西
小
児
童

嘉
島
中 

バ
ス
ケ
男
女

VV

上
益
城
郡　

中
学
総
体

競
泳
陣
の
健
闘
も
光
る

着
衣
泳
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山都町

益城町

嘉島町

御船町

甲佐町

最終建設候補地
役場所在地

西原村
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ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
30
年
度
嘉
島
町
集
団
健
診

　

嘉
島
町
で
は
、
今
年
も
8
月
25
日
か
ら
8

月
30
日
（
29
日
を
除
く
）
ま
で
の
期
間
中
、

が
ん
検
診
を
含
む
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
健
診
で
は
が
ん
検
診
と
同
時
に
「
特
定

健
診
」
や
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」
な
ど
複

数
の
健
診
を
一
度
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
4
月
に
広
報
と
世
帯

ご
と
の
通
知
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
が
、

4
月
以
降
に
本
町
に
転
入
さ
れ
た
方
や
、
新

た
に
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
下
記
の
「
平
成
30
年
度
嘉
島
町
集
団
健

診
の
予
定
表
」
を
ご
確
認
の
う
え
役
場
町
民

課
保
健
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
集
団
健
診
と
併
せ
て
開
催
さ
れ

る
「
お
い
し
い
健
康
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
嘉
島
町
保

健
セ
ン
タ
ー
（
町
民
会
館
）」
で
は
受
診
者

に
漏
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
も
、
8
月
25
日

か
ら
8
月
30
日
（
29
日
を
除
く
）
の
期
間
に

実
施
し
ま
す
。
受
診
希
望
の
方
は
、
午
前
10

時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
の
間
に
、
嘉
島
町
保

健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

集
団
健
診
の
事
前
申
し
込
み
先
は
役
場
町
民

課
保
健
係
☎
２
３
７－

２
５
７
４
。 

後
期
高
齢
者
の
歯
科
口
腔
健
診

　

身
体
の
健
康
と
あ
わ
せ
て
お
口
の
中
の
健

康
を
保
っ
て
お
か
な
い
と
口
腔
機
能
が
低
下

す
る
だ
け
で
な
く
、
歯
周
病
や
肺
炎
な
ど

の
全
身
的
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
、

要
介
護
状
態
ま
で
進
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
毎
年
１
回
必
ず
「
歯
科
口
腔
健

診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

↑
平成 30年度嘉島町集団健診の予定表

※対象者の年齢は平成 31 年 3 月 31 日時点での到達年齢です。
☆本年度、後期高齢者健診をお申し込みの方は 11 月にがん検診と併せて実施予定となります。お申し込
みの方へは再度追って日程のご案内と問診表を送付します。

項　目 対象者 日　程

特定健診

１）嘉島町国民健康保険に加入する 40 歳以上 74 歳以
下の方
２）国保以外の健康保険に加入される被扶養者の方で、
保険者が発行した「特定健診受診券」をお持ちの方
（ただし、日赤熊本健康管理センターと契約がある場
合のみ）

※受診を希望される場合は必ず嘉島町役場町民課保健
係までお電話ください。

８月 25 日（土）～８月
28 日（火）、８月 30 日
（木）の午前中で町が指
定した日時となります。

○すでに嘉島町の健診
の申し込みをされてい
る方には、８月中旬頃
に日程を通知し、問診
票を送付します。

○子宮がん検診・乳が
ん検診無料クーポン券
が届いている方は、クー
ポン券をご持参くださ
い。

○無料肝炎ウイルス検
診対象となられる方は、
送付している通知をご
持参ください。

肺がん検診

40 歳以上の方※胃がん検診
大腸がん検診
超音波検診
子宮がん検診 20 歳以上の女性※

乳がん検診 40 歳以上の女性※

前立腺がん検診 50 歳以上の男性※

骨粗しょう症検診 満40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の女性※

B型・
C型ウイルス検診

満 40 歳※の方で、これまでに肝炎ウイルス検診を受診
したことのない方
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○
期
間　

８
月
1
日
〜
12
月
31
日

○
個
人
負
担
金　

４
０
０
円

○
検
査
項
目　

問
診
、
歯
・
入
れ
歯
の

状
況
、
か
み
合
わ
せ
、
口
腔
内
の
異
常
、

飲
み
こ
む
機
能
の
評
価
な
ど

○
申
し
込
み
・
受
診
方
法　

対
象
者
の

方
に
は
８
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
を
送
付
し
た
際
に
黄
色
の
受
診

券
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
裏
面
の
実

施
機
関
一
覧
表
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

あ
ら
か
じ
め
健
診
機
関
に
電
話
で
ご
予

約
の
う
え
で
受
診
券
と
保
険
証
、
自
己

負
担
金
の
４
０
０
円
を
お
持
ち
に
な
っ

て
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
宗
教
法

人
に
か
か
る
指
定
寄
付
金
制
度

の
申
請
は
お
早
め
に
！

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
建

物
な
ど
の
復
旧
の
た
め
に
、
宗
教
法
人

が
募
集
す
る
寄
付
金
で
所
轄
庁
の
確
認

を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
寄
付
者

が
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

所
轄
庁
の
確
認
期
限
は
今
年
12
月
31

日
ま
で
で
す
。
確
認
ま
で
に
２
〜
３
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
本
制
度
を

利
用
予
定
の
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
　

県
私
学
振
興
課　

☎
３
３
３－

２
０
６
２

大
事
な
ペ
ッ
ト
を

迷
子
に
さ
せ
な
い
た
め
に

　

道
に
迷
っ
た
犬
や
猫
は
自
力
で
は
家

に
帰
れ
ま
せ
ん
。
大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷

子
に
さ
せ
な
い
よ
う
、
犬
は
リ
ー
ド
で

つ
な
ぎ
、
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
鑑
札
や
迷
子
札
を
つ
け
た

り
、
首
輪
の
裏
に
飼
い
主
の
名
前
や
連

絡
先
を
記
入
し
た
り
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
も
し
ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
場

合
は
、
保
健
所
や
市
町
村
、
警
察
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
エ
サ
や
り

防
止
に
つ
い
て

　

野
良
猫
に
間
違
っ
た
世
話
を
し
て
し

ま
う
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

が
り
猫
に
と
っ
て
も
不
幸
な
結
果
を
招

き
か
ね
ま
せ
ん
。
エ
サ
を
や
る
場
合
は

自
宅
の
敷
地
内
で
行
い
、
食
べ
残
し
や

ふ
ん
尿
は
き
ち
ん
と
後
始
末
を
す
る
な

ど
近
隣
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
獣
医
師
と
相
談
し

な
が
ら
健
康
面
の
管
理
を
行
い
、
避
妊

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
て
繁
殖
を
防
ぐ

こ
と
も
大
切
で
す
。

↑

【
10
面
に
続
く
】

国民健康保険、後期高齢者医療保険の方へ

 ８月に保険証が更新されました

　前年度交付いたしました国民健康保険、後期高齢者医療保険の被保険者証（保険証）の有
効期限は、平成 30 年７月 31 日でした。８月１日から切り替わった新しい保険証は、７月に
簡易書留で郵送しております。
　まだお手元に保険証が届いてないという方は、役場町民課保健係までお問い合わせください。

　国民健康保険（国保）に加入していた方が、新たに職場の健康保険などに加入された場合、
国保の脱退手続きが必要です。脱退手続きをするまでは、二重に健康保険に加入した状態と
なり、国民健康保険税も課税されたままなので、早めに手続きを行ってください。
　なお、勤務先の職場では国保の脱退手続きは行いません。

・新しい健康保険証、国民健康保険被保険者証、印鑑 　役場町民課保健係
　☎２３７－２５７４

 脱退手続き

 手続きに必要なもの
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窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有

機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、
味
、
臭
気
、

色
度
、
濁
度
）

○
検
査
代
金　

３
２
４
０
円
（
採
水
し

た
水
を
ご
持
参
さ
れ
た
際
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
）

○
補
助
金
額　

１
６
０
０
円
（
検
査
費

用
の
２
分
の
１
、百
円
未
満
切
り
捨
て
）。

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

※
再
検
査
は
可
能
で
す
が
、
１
世
帯
に

対
す
る
補
助
は
１
年
度
に
つ
き
１
回
限

り
で
す
。

○
申
込
先　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

※
検
査
日
に
水
を
ご
持
参
さ
れ
る
際
、

検
査
代
金
と
認
め
印
、
補
助
金
の
振
込

先
が
分
か
る
通
帳
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

新
た
な
設
備
投
資
を
お
考
え
の

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ

　

町
で
は
、
町
内
中
小
企
業
の
新
た
な

設
備
投
資
を
後
押
し
す
る
た
め
、
生
産

性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
導
入

促
進
基
本
計
画
を
策
定
し
、
国
の
同
意

を
受
け
ま
し
た
。

　

本
計
画
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
中

小
企
業
者
は
、
認
定
後
に
導
入
計
画
に

基
づ
き
取
得
し
た
新
規
設
備
に
か
か
る

　
　

県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３－

２
２
４
８

ご
存
じ
で
す
か

？

熊
本
県
奨
学
の
た
め
の
給
付
金

　

県
で
は
高
校
生
の
授
業
料
以
外
の
教

育
費
の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

本
給
付
金
は
返
済
の
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。

○
対
象
者

　

 

７
月
１
日
に
在
学
中
の
高
校
生
の
保

護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方
で
す
。

①
県
内
在
住

②
住
民
税
所
得
割
非
課
税
ま
た
は
生
活

保
護
受
給
世
帯

　
　

国
公
立
…
県
高
校
教
育
課

☎
３
３
３－

２
６
７
５

　
　

私
立
…
県
私
学
振
興
課

☎
３
３
３－

２
０
６
４

米
粉
料
理
講
習
会
に
講
師
を

依
頼
し
た
い
グ
ル
ー
プ

　

県
で
は
、
米
粉
料
理
を
習
い
た
い
グ

ル
ー
プ
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
参
加

者
に
レ
シ
ピ
集
と
米
粉
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

○ 

依
頼
方
法　

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
講
師
を
紹
介
し
ま
す
。

○ 

打
ち
合
わ
せ
内
容　

日
時
、
会
場
、

人
数
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
。

　

※
費
用
は
依
頼
者
の
負
担

○
申
込
期
限　

９
月
28
日
（
金
）

○ 

実
施
期
間　

10
月
１
日
（
月
）
〜
平

成
31
年
２
月
28
日
（
木
）
ま
で

　
　

県
米
粉
料
理
講
習
会
事
務
局

☎
３
５
５－

３
３
８
１

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査
を
実
施

さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
町
が
委
託
し
た
検
査
機
関
が
月
２

回
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
都
市
計

画
課
環
境
係
に
採
水
容
器
を
取
り
に
来

て
い
た
だ
き
、
検
査
日
（
毎
月
２
回
）

当
日
に
採
水
し
、
正
午
ま
で
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
お
よ
び
検
査
代

金
の
領
収
書
は
、
後
日
検
査
機
関
か
ら

郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
対
象　

家
庭
用
の
飲
料
水

○
９
月
の
検
査
日　

９
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
19
日
（
水
）

○
採
水
方 

法　

採
水
容
器
セ
ッ
ト
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
採
水
の
手

引
」
を
ご
覧
の
上
、
ご
自
身

で
採
水
し
て
く
だ
さ
い
。

○
検
査
項 

目　

11
項
目
（
一
般
細
菌
、

大
腸
菌
、
亜
硝
酸
窒
素
、
硝

酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態

【
9
面
か
ら
続
く
】

↑

８ 月 の 納 税 等 ９ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………②  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }④　期介護保険料
保育所利用料……………８月分
下水道使用料……………７月分
納期限日（口座振替日）
　　８月31日（金）

固定資産税………………③  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　10月１日（月）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

８月22日
９月26日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
が
３
年
間

ゼ
ロ
（
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場

合
）
に
な
り
、
ま
た
国
の
も
の
づ
く
り

補
助
金
な
ど
に
お
い
て
も
、
優
先
採
択

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
た
な
設
備
投
資
を
お
考
え
の
中
小

企
業
の
皆
さ
ま
は
、
こ
の
機
会
に
先
端

設
備
等
導
入
計
画
の
申
請
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
と
は
？
」

　

３
〜
５
年
間
の
計
画
期
間
内
に
先
端

設
備
な
ど
を
導
入
し
て
、
労
働
生
産
性

を
年
平
均
３
％
以
上
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
中
小
企
業
が
策
定
す
る
計
画

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.kashim

a.kum
am
oto.

jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課
商
工
観
光
係

☎
２
３
７－

２
６
４
１

建
設
業
の
退
職
金
制
度

　
「
建
退
共
」
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中

小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

　
　

建
退
共
熊
本
県
支
部

☎
３
６
６－

５
１
１
１

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
普
通
水
稲
は
出
穂
・
開
花

期
を
迎
え
ま
す
。
農
薬
散
布
に
当
た
っ

て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
を
与
え
な
い

よ
う
、
事
前
に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱

の
位
置
や
防
除
時
期
、
区
域
な
ど
の
情

報
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
散

布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か

か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

↑
【
12
面
に
続
く
】

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

　
　
　

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
自
分
の
家
族
と

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

彼
ら
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温

か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
で
そ
の
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
「
里
親
制
度
」

で
す
。
優
里
の
会
は
、
皆
さ
ん
に
「
里

親
制
度
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。
パ
ネ
ル
を
見
て
ク
イ
ズ
に
お
答

え
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
申
し
込
み

は
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

９
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

９
〜
17
時

○
会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
（
２
階

中
央
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前
で
実
施
予

定
）

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

優
里
の
会

　

☎
０
７
０－

５
４
８
５－

８
３
６
５

　

yuurinokai@
yahoo.co.jp

園
庭
開
放

嘉
島
幼
稚
園

○
日
時　

　

８
月
24
日
（
金
）
９
時
30
分
〜
11
時

○
場
所　

嘉
島
幼
稚
園

　

プ
ー
ル
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
水

着
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
水
筒
も
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
一
日
保
険
（
24

円
程
度
）
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

21
日
（
火
）
ま
で
に
直
接
、
幼
稚
園
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
予
約

は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
は
必
ず
保
護
者

同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
幼
稚
園

☎
２
３
７－
５
２
１
０

東
部
幼
光
保
育
園

○
日
時

　

８
月
23
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

　

※
い
ず
れ
も
万
が
一
事
故
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任

と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６
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ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、
熊

本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ
オ

体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
な
ど
は
不

要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　

９
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

県
人
権
子
ど
も
集
会

○
日
時　

10
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
し
、
人
権
が
共
存
す
る
人
権

尊
重
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ

る
集
会
で
す
。
県
内
に
在
住
す
る
児

童
・
生
徒
お
よ
び
教
育
関
係
者
な
ど
が

参
加
し
、
子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に

よ
り
、
体
験
・
活
動
報
告
や
全
体
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

県
教
育
庁
人
権
同
和
教
育
課

☎
３
３
３－

２
７
０
２

上
益
城
地
域
難
病
友
の
会
茶
話
会

　

上
益
城
地
域
難
病
友
の
会
「
ゆ
う
じ

ん
喜
び
の
会
」
は
、
発
足
か
ら
10
年
余

り
で
す
。
こ
れ
ま
で
御
船
保
健
所
で

行
っ
て
き
た
定
例
会
お
よ
び
茶
話
会
を
、

今
回
、
郡
内
各
町
で
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
難
病
を
持
っ

た
者
の
情
報
の
共
有
、
悩
み
相
談
な
ど

を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み

は
不
要
。
参
加
費
無
料
。
夜
の
部
も
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

８
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
半
〜
15
時
半

○
会
場　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　

ゆ
う
じ
ん
喜
び
の
会
（
林
）

　

☎
０
９
０－

２
０
９
７－

５
１
６
８

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加

　

こ
の
事
業
は
、
日
本
遺
族
会
が
厚
生

労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け
て
実
施
、
先

の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
遺
児
を

対
象
に
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
と
旧
戦
域
住
民
と

の
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

費
用
は
参
加
費
と
し
て
10
万
円
。
平

成
29
年
度
参
加
者
以
外
は
、
複
数
回
の

応
募
が
で
き
ま
す
。
付
き
添
い
希
望
者

は
要
相
談
。

　
　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３－

３
２
６
１－

５
５
２
１

募
っ
て
い
ま
す

子
ど
も
が
好
き
な
方

地
域
の
力
に
な
り
た
い
方

　

冠
婚
葬
祭
や
多
様
な
事
情
で
子
ど
も

を
預
け
た
い
け
れ
ど
預
か
っ
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
と
お
困
り
の
子
育
て
世
代

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
嘉
島
町

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
を
預
け
た
い
方
（
利
用
会
員
）

を
応
援
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
方
（
協
力
会
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
協
力
会
員
（
お
お

む
ね
70
歳
ま
で
の
健
康
な
方
）
は
登
録

制
で
、
預
か
る
子
ど
も
は
生
後
３
カ
月

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
で
す
。
子
ど
も

を
預
け
る
こ
と
も
預
か
る
こ
と
も
で
き

る
両
方
会
員
や
、
利
用
会
員
も
併
せ
て

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
次
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
講
習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
講
習
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申

し
込
み
を
。
予
約
制
で
お
子
さ
ま
の
お

預
か
り
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
（
救
命
救
急
講
習
）

　

９
月
13
日
（
木
）
９
〜
12
時

　
（
講
話
）

　

９
月
14
日
（
金
）
９
〜
12
時

○
場
所　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い

　
　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　

セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
２
３
７－

５
５
５
９

（
受
け
付
け
10
時
〜
16
時
）

　

☎
０
８
０－

２
６
９
０－

０
１
３
８

「
買
い
物
運
動
ク
ラ
ブ
」

参
加
者

　
「
買
い
物
運
動
ク
ラ
ブ
」
は
、
ご
自

分
で
買
い
物
に
出
掛
け
る
こ
と
が
困
難

な
状
態
に
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
買

い
物
支
援
と
介
護
予
防
体
操
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

自
宅
か
ら
イ
オ
ン
熊
本
店
ま
で
を
送

迎
し
、
看
護
師
や
運
動
指
導
士
な
ど
の

介
護
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
買
い
物
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

　

イ
オ
ン
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
や
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

を
行
い
、
参
加
者
み
ん
な
で
楽
し
く
昼

【
11
面
か
ら
続
く
】

↑
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食
を
食
べ
ま
す
。

○
対
象
者　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
な
ど
の
高
齢
者
で
、
日
常
の

買
い
物
に
困
っ
て
い
る
方
。
運
動
機
能

の
維
持
向
上
の
た
め
、
介
護
予
防
体
操

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
。

○
期
間　

10
月
〜
平
成
31
年
３
月
の

　
　
　
　

半
年
間

　
　
　
　

※
毎
週
水
曜
10
〜
13
時

○
会
場　

イ
オ
ン
熊
本
店

○ 

利
用
料
金　

無
料
。
た
だ
し
、
買
い

物
や
昼
食
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

○
定
員　

20
人

○
申
し
込
み
方
法

　

 

嘉
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日　

９
月
14
日
（
金
）

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
買
い
物
支

援
や
介
護
予
防
の
必
要
性
な
ど
を
審
査

し
、
利
用
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

 

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
２
３
７－

２
９
８
１

「
脳
い
き
い
き
教
室
」

（
認
知
症
予
防
教
室
）
参
加
者

　

最
近
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た

と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

脳
を
活
性
化
し
て
認
知
症
の
発
症
リ
ス

ク
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

○ 

対
象
者　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
教
室
終
了

ま
で
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方
。

○
期
間　

10
月
〜
平
成
31
年
３
月
の

　
　
　
　

半
年
間

　
　

※
毎
週
火
曜
13
時
半
〜
15
時
半

○
会
場　

町
民
会
館
２
階
大
会
議
室

○ 

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

○
参
加
料　

無
料

○
講
師　

Ｒ
ｅ
学
（
り
が
く
）

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

川
畑
智
氏

○ 

内
容　

川
畑
式
認
知
症
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
パ
ズ
ル
な
ど
の

教
材
を
用
い
て
脳
の
活
性
化
を
図
り
、

認
知
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
方
法

　

 

嘉
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
め
切
り
日　

９
月
14
日（
金
）

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

 

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
２
３
７－

２
９
８
１

健
康
づ
く
り
応
援
店

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

↑

【
14
面
に
続
く
】

休日当番医

８月11日（土・祝）御船クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０１０６

８月12日（日）田上皮ふ科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８１－１１１２

８月19日（日）大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－３９００

８月26日（日）香田整形外科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－２８１１

９月２日（日）小糸整形外科（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００５０

９月９日（日）大串内科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－７８７３

９月16日（日）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１３３
９月17日（月・祝）よしむら内科・循環器科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－７７７３

　

嘉
島
町
は
、
町
内
事
業
所
の
求
人

情
報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

地
方
創
生
に
お
け
る
取
り
組
み
の

一
環
で
、
新
た
な
雇
用
確
保
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
が
目
的
で
す
。

○
７
月
の
新
た
な
求
人
情
報

・
つ
ち
や
ゴ
ム
（
井
寺
４
３
１－

２
１

　

☎
２
３
７－

０
１
３
８
）

　

正
社
員
と
パ
ー
ト
労
働
者
募
集

・ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ａ
Ｚ
熊
本
嘉
島

　
（
鯰
２
７
１
７－

３

　

☎
２
３
７－

３
７
７
７
）

　

パ
ー
ト
労
働
者
募
集

　

詳
し
く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（htpp://w
w
w
.tow

n.kashim
a.

kum
am
oto.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
右
記
以

外
の
現
在
募
集
中
の
求
人
情
報
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

※
求
人
情
報
の
掲
載
を
ご
希
望
の
事

業
所
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

雇 

用

　
　
　

マ
ッ
チ
ン
グ

就 

業
〜
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
〜
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○
対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・
惣
菜
店
な

ど○
指
定
要
件　

栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル

シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
全
６
項

目
の
中
か
ら
取
り
組
む
項
目
を
選
ん
で

実
施
す
る
こ
と

○
募
集
期
間　

10
月
31
日
（
水
）
ま
で

　
　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－
２
２
５
２

第
23
回
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス

推
進
賞
作
品

　

県
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
県
内
の
建

築
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、

県
内
各
地
の
優
れ
た
建
造
物
な
ど
を
表

彰
す
る
「
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推

進
賞
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

県
建
築
課☎

３
３
３－

２
５
３
７

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
採
用
試
験

○
試
験
の
種
類
と
１
次
試
験
日

① 

県
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
、
免
許
資

格
職
）　 　
　
　
　

９
月
23
日（
日
）

②
警
察
官
（
警
察
官
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
14
日（
日
）

③ 

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員

採
用
選
考
試
験　
　

10
月
21
日（
日
）

・
第
３
次
試
験　

12
月
中
旬　

　
　

熊
本
県
市
町
村
職
員

　
　

共
済
組
合
総
務
課

☎
３
６
５－

１
９
０
０

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援
講
習

受
講
者

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
55
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象

に
講
習
を
行
い
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

《
清
掃
ス
タ
ッ
フ
》

○
講
習
期
間　

　

９
月
５
日
（
水
）、
６
日
（
木
）

○
定
員　

15
人

○
実
施
場
所　

宇
土
市
中
央
公
民
館

○
申
込
締
め
切
り
日　

８
月
24
日（
金
）

《
フ
ォ
ー
ク
リ
ス
ト
運
転
技
能
》

○
講
習
期
間　

　

９
月
４
日
（
火
）
〜
７
日
（
金
）

○
定
員　

10
人

○ 

実
施
場
所　

熊
本
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
座
学
）、キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

九
州
熊
本
教
習
セ
ン
タ
ー
（
実
技
）

○
申
込
締
め
切
り
日　

８
月
24
日（
金
）

《
農
業
・
刈
り
払
い
機
取
り
扱
い
作
業
》

○
講
習
期
間　

　

９
月
11
日
（
火
）
〜
13
日
（
木
）

○
定
員　

15
人

○ 

実
施
場
所　

熊
本
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
座
学
）、キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

九
州
熊
本
教
習
セ
ン
タ
ー
（
実
技
）

○
申
し
込
み
受
付
期
間

　

８
月
３
日
（
金
）
〜
８
月
24
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

※
詳
し
く
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド　

検
索

　
　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
３
３

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

職
員
採
用
試
験

○
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

・
職
種　

一
般
事
務

・
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

○
受
験
資
格　

・ 
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者

○
受
付
期
間　

８
月
27
日
（
月
）

〜
９
月
14
日
（
金
）

※ 

土
日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時
（
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）。
郵

送
は
９
月
14
日
（
金
）
17
時
ま
で
に

共
済
組
合
総
務
課
へ
必
着
し
た
も
の

で
、
書
類
が
完
備
し
て
い
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け
る
。

○ 

申
込
先　

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課
（
熊
本
市
東
区
健
軍
１
丁
目

５
番
３
号
）

○
試
験
日
時

・
第
１
次
試
験　

10
月
21
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験　

11
月
中
旬

○
申
込
締
め
切
り
日　

８
月
31
日（
金
）

　
　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
３
１
２－

３
３
１
０

障
が
い
の
あ
る
方

職
業
訓
練
生

《
パ
ソ
コ
ン
初
級
習
得
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病
、

高
次
脳
機
能

○
定
員　

８
人

○ 

内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
基
礎
か
ら
学
び
、

就
職
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得

し
、
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

８
月
13
日
（
月
）

〜
９
月
28
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　

 

11
月
１
日
（
木
）
〜
平

成
31
年
１
月
31
日（
木
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　

８
４
９
０
円
（
税
込
）
程
度

○
訓
練
場
所　

　

総
合
プ
ラ
ン
ト
内

　

熊
本
市
中
央
区
神
水
１
丁
目
38－

10

　
　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑
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話
し
て
み
ま
せ
ん
か

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

○
期
間

　

８
月
29
日
（
水
）
〜
９
月
４
日
（
火
）

○
時
間

　

８
時
半
〜
19
時

※
た
だ
し
、
土
日
は
10
〜
17
時
。

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

○
相
談
内
容

　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰
な
ど

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

　

専
用
相
談
電
話

　

０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

　

熊
本
地
方
法
務
局
は
「
強
化
週
間
」

以
外
で
も
、
月
曜
か
ら
金
曜
の
８
時
半

か
ら
17
時
15
分
ま
で
同
じ
専
用
相
談
電

話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

☎
３
６
４－

２
１
４
５

24
時
間
震
災
問
題
・
借
金

　
　
　

生
活
保
護
１
１
０
番

○
日
時　

８
月
17
日
（
金
）
16
時

〜
18
日
（
土
）
16
時

※
夜
間
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
相
談
電
話
番
号

　
　

☎
３
６
４－

０
８
０
０

※ 

右
記
日
程
・
時
間
内
は
、
県
司
法
書

士
会
館
で
面
接
の
無
料
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

県
青
年
司
法
書
士
会
に
よ
る
、
無
料

相
談
で
す
。
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
や
借
金
の
返
済
に
行
き
詰
ま
っ
て
い

る
方
、
生
活
保
護
に
関
す
る
悩
み
を

持
っ
て
い
る
方
な
ど
の
た
め
の
無
料
相

談
で
す
。

　
　

司
法
書
士　

野
口
嘉
津
馬

☎
２
８
８－

３
７
８
８

震
災
・
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

○
日
時　

９
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

10
〜
16
時

○
場
所

・
第
１
会
場　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　
　
　
　
　
　

パ
レ
ア
10
階
会
議
室
８

　

熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
番
９
号

・
第
２
会
場　

県
司
法
書
士
会
館

　

熊
本
市
中
央
区
大
江
４－

４－

34

・
第
３
会
場　

八
代
市
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー

　

八
代
市
鏡
町
内
田
４
６
８
番
地
１

○
相
談
電
話
番
号

　

☎
３
６
４－

０
８
０
０
（
当
日
の
み
）

　

県
青
年
土
地
家
屋
調
査
士
会
と
県
青

年
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
で
す
。

震
災
後
の
土
地
境
界
に
つ
い
て
の
問
題
、

建
物
未
登
記
の
問
題
、
敷
地
に
通
じ
る

道
路
の
問
題
、
土
地
相
続
の
問
題
な
ど

の
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

土
地
家
屋
調
査
士　

吉
田

↑

【
16
面
に
続
く
】

嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホーム
ページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

８ 11 土 かしま広域農場通常総会 ‒ ‒ 農事組合法人かしま広域農場
 ☎ 096-234-7411

８ 19 日 コンサート 10:00 有料 いちごくらぶ佐野敦
 ☎ 090-5026-9637

８ 25 土 みらい発表会 10:00 ‒ 未来パーク
 ☎ 096-200-5419

９ ８ 土 ピアノ発表会 14:00 ‒ 赤峯・水口
 　

９ ９ 日 ましき復興歌謡祭 9:20 ‒ 歌蔵
 ☎ 096-287-6101

９ 12 水 敬老会 ‒ ‒ 嘉島町役場　町民課
 ☎ 096-237-2576

９ 15 土 歌謡発表会 ‒ ‒ ＮＡＫ熊本支部
 ☎ 096-237-3922

９ 16 日 歌謡発表会 ‒ ‒ ＮＡＫ熊本支部
 ☎ 096-237-3922

９ 30 日 トライアングル熊本公演 ‒ 有料 にしきい体操クラブ
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保
育
園
の
送
り
迎
え
や
買
い
物
な
ど
、

子
ど
も
を
自
転
車
の
後
ろ
に
乗
せ
て
出

か
け
る
姿
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
幼

児
座
席
や
荷
台
に
直
接
座
っ
て
い
た
子

ど
も
の
足
が
車
輪
に
巻
き
込
ま
れ
て
け

が
を
す
る
事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

【
事
例
１
】

　

自
転
車
の
荷
台
に
子
ど
も
（
５
歳
）

が
ま
た
が
っ
て
い
た
と
き
、
左
足
が
後

輪
に
挟
ま
り
、
ア
キ
レ
ス
腱
（
け
ん
）

が
見
え
る
ほ
ど
の
深
い
傷
を
負
っ
た
。

【
事
例
２
】

　

自
転
車
の
後
ろ
の
幼
児
座
席
に
乗
っ

て
い
た
子
ど
も
（
４
歳
）
が
足
置
き
に

足
を
置
い
て
お
ら
ず
、
左
足
が
後
輪
に

巻
き
込
ま
れ
た
。

【
事
例
３
】

　

足
置
き
が
壊
れ
て
い
る
幼
児
座
席
に

子
ど
も
（
７
歳
）
を
乗
せ
て
走
行
中
、

足
が
ず
れ
落
ち
、
か
か
と
が
後
輪
に
挟

ま
れ
た
。

【
事
例
４
】

　

自
転
車
の
運
転
者
が
、
ス
タ
ン
ド
を

立
て
、
用
件
の
た
め
少
し
の
間
、
自
転

車
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
、
自
転
車
の
後

ろ
の
幼
児
座
席
に
乗
っ
て
い
た
子
ど
も

（
５
歳
）
が
自
転
車
ご
と
転
倒
し
た
。

●
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

①
６
歳
以
上
の
子
ど
も
は
同
乗
さ
せ

な
い
（
道
路
交
通
法
施
行
細
則
で
は
16

歳
以
上
の
運
転
者
が
幼
児
座
席
を
設
け

た
自
転
車
に
６
歳
未
満
の
幼
児
を
１
人

に
限
り
乗
車
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
し
て
い
ま
す
）

　

②
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
自
転
車
に

同
乗
さ
せ
る
場
合
に
は
必
ず
幼
児
座
席

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
衣
類
な
ど

の
巻
き
込
み
を
防
ぐ
ド
レ
ス
ガ
ー
ド
を

取
り
付
け
た
り
、
座
席
ベ
ル
ト
の
使
用

や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
装
着
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
幼
児
座
席
を
取
り
付
け
る
際
は
、

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
自
転
車
へ

の
取
り
付
け
の
可
否
、
適
合
す
る
自
転

車
の
サ
イ
ズ
、
両
立
ス
タ
ン
ド
で
あ
る

か
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
に
注
意
し
、
自
転
車
で
の
子

ど
も
の
足
の
巻
き
込
み
事
故
な
ど
が
起

き
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
頃
の
生
活
で
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
何
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
益

城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

《
子
ど
も
の
足
の
自
転
車
巻
き
込
み
注
意
》

見
守
り
新
鮮

情
報
8
月
号

☎
３
２
７－

９
５
１
３

　
　

司
法
書
士　
　
　
　

小
山

☎
３
６
０－

３
３
６
６

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

８
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

　

９
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
会
場　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

【
15
面
か
ら
続
く
】
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
自
転
車
を
盗
ま
れ
る
被

害
が
継
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。  

　

買
い
物
や
お
出
か
け
の
時
な
ど
少

し
で
も
自
転
車
か
ら
離
れ
る
際
は
、

必
ず
自
転
車
に
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
〜
夏
季
は
交
通
事
故
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
車
の
運

転
者
は
も
と
よ
り
、
自
転
車
、
歩

行
者
も
交
通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
引
き
続
き
、
反
射
材
の
着

用
、
前
照
灯
の
早
め
点
灯
な
ど
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）６月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.6 10 59 0 0 3 0 0 1

H30 累計 33 313 0 0 17 2 0 6

前年比 -1 -37 ± 0 ± 0 -1 -4 -1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.6 25 167 1 0 4 0 0 3

H30 累計 101 1060 7 1 22 13 1 11

前年比 -8 -40 +5 +1 -10 +5 -2 -2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

知識だけでは身を守れません。
いざという時に、大声を出す、ためら
わずに逃げるなどの「行動できる力」
を育てましょう！

★ 被害に遭ったり、不審者（車）を見かけた時は、車のナンバーなどの確認
とともに、すぐに110 番通報または御船警察署へ通報してください。

○ 知らない人について『 行かない 』　《 いか 》
○ 知らない人の車に『 乗らない 』　《 の 》
○ 助けてと『 大きな声を出す 』　《 お 》
○ 怖かったら大人のいる方に『 すぐ逃げる 』　《 す 》
○ どんな人が何をしたか家の人に『 知らせる 』　《 し 》

防犯ブザーを実際に使う練習をさせましょう！
定期的な電池の確認も忘れずに！
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各種大会等予定  7 月 20日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

8

18 土 高円宮杯 JFA U-18 サッカーリーグ 2018熊本 2部 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

24 金 熊本県農業関係高等学校サッカー大会 競技場 9：00～ 熊本県農業関係高等学校長会25日も開催
26 日 第 8回エンペラーカップ 野球場 9：00～ 上野商事

29 水 2018サマーカップ 競技場 9：00～ 熊本農業高校サッカー部29日も開催

9

2 日 第 8回エンペラーカップ 野球場 9：00～ 上野商事　9日も開催

2 日 平成 30年度 KFA第 53回熊本県サッカーリーグ 1部 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会　9日も開催
8 土 高円宮杯 JFA U-18 サッカーリーグ 2018熊本 3部 競技場 14：00～ 熊本県サッカー協会
15 土 第 73回熊本県民体育祭特別大会　軟式野球競技 野球場 9：00～ 熊本県体育協会　16日も開催

22 土 第 43回嘉島町ダイヤモンド杯少年野球大会 野球場 9：00～ 嘉島西少年野球クラブ保護者会23・24日も開催
23 日 高円宮杯 JFAU-15 サッカーリーグ 2018九州 競技場 9：00～ 九州サッカー協会

24 月 九州女子サッカーリーグ 1部 競技場 9：00～ 九州サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

嘉島町総合運動公園

昨年に続き見事連覇を飾った嘉島町のサッカーチーム

優勝したウィードのメンバー

上
益
城
郡
民
体
育
祭

上
益
城
郡
民
体
育
祭

サ
ッ
カ
ー

サ
ッ
カ
ー  

空
手
道

空
手
道  
水
泳
水
泳
ＶＶ

　

第
68
回
上
益
城
郡
民
体
育
祭
が
７

月
１
〜
15
日
の
週
末
、
嘉
島
町
は
じ

め
郡
内
５
町
で
開
か
れ
、
13
競
技
16

種
目
に
出
場
し
た
嘉
島
勢
は
サ
ッ

カ
ー
、
空
手
道
、
水
泳
の
３
競
技
で

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
水
泳

競
技
の
優
勝
は
実
に
６
回
連
続
の
快

挙
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
と
空
手
道
も
昨

年
に
続
い
て
見
事
、
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
全
18
競
技
の
総
合
優
勝
は

益
城
町
で
、
嘉
島
町
は
５
位
で
し
た
。

　

今
年
の
県
民
体
育
祭
は
予
定
さ
れ

て
い
た
上
益
城
郡
で
の
開
催
が
震
災

の
影
響
で
見
合
わ
せ
ら
れ
、
９
月
８

〜
23
日
に
特
別
大
会
と
し
て
県
内
各

地
で
開
か
れ
ま
す
。

ウィード優勝ウィード優勝町軟式野球町軟式野球
会長旗大会会長旗大会

嘉島町嘉島町

　平成 30 年度嘉島町軟式野球協
会長旗大会が７月１日に開かれま
した。出場３チームによる初の総
当たり戦。第３試合で、勝ち点が
並んだウィードと嘉島紳士が対戦。
２回裏に紳士が２点を先制するも、
続く３回表にウィードが３点を取
り逆転。その後も得点を重ねた
ウィードが９対３で勝って見事優
勝を飾りました。
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「
水
の
日
」（
８
月

１
日
）
に
合
わ
せ
て

募
集
さ
れ
た
第
40
回

全
日
本
中
学
生
水
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル（
国

交
省
や
熊
本
県
な
ど

主
催
）
県
内
審
査
で
、

嘉
島
中
か
ら
は
大
賞
、

県
賞
（
各
５
編
ず
つ

選
考
）
に
そ
れ
ぞ
れ

１
編
が
入
賞
を
果
た

し
て
見
事
、
学
校
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
賞
に
輝
い
た
の

は
、
北
村
愛
希
穂
さ

ん
（
３
年
）
の
「
水

が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
で
す
。
ま
た
石

坂
音
羽
さ
ん
（
１
年
）
の
「
水
と
生
き
る

私
た
ち
」
が
県
賞
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
下

西
佳
夏
子
さ
ん
、
山
口
彩
夢
さ
ん
、
山
崎

永
航
さ
ん
の
３
人
（
い
ず
れ
も
３
年
）
の

作
品
も
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
県
内
21
校
か
ら
１
８
４
７
点
の

応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

７
月
12
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
会
長

の
荒
木
町
長
は
町
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
地
域
活
動
へ
の
協
力
を
改
め
て
呼

び
掛
け
ま
し
た
。
健
全
育
成
を
Ｐ
Ｒ
し
、

活
動
団
体
を
支
援
す
る
本
年
度
事
業
計
画

な
ど
決
め
、
県
警
嘉
島
交
番
の
大
塚
勝
所

長
に
よ
る
青
少
年
を
取
り
巻
く
管
内
情
勢

の
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

おすすめ本 図書室から
☎ 237ｰ0058

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
、
祝
日
も
。

月
曜
が
休
館
日
で
す
が
、
月
曜
が
祝
日
の
時

は
翌
日
の
火
曜
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

《
８
〜
９
月
の
休
館
日
》

　

８
月
13
、
20
、
27
日

　

９
月
３
、
10
、
18
、
25
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用

で
き
ま
す
。

　

こ
の
本
は
お
に
ぎ
り
が
大
す
き

な
お
に
が
人
げ
ん
に
お
い
し
い
お

に
ぎ
り
を
た
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
た

め
に
が
ん
ば
る
お
は
な
し
で
す
。

　

こ
の
本
を
え
ら
ん
だ
り
ゆ
う
は
、

か
ん
ち
が
い
を
し
た
お
に
が
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
に
が
ん
ば
る
す

が
た
が
お
も
し
ろ
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
本
を
よ
ん
だ
ら
お
に
ぎ
り

が
た
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
せ
か
い
の
ひ
と
び

と
を
よ
ん
で
こ
う
お
も
い
ま
し
た
。

ち
き
ゅ
う
に
は
、
人
が
60
お
く
人

い
じ
ょ
う
い
る
そ
う
で
す
。
60
お

く
の
人
が
、
手
を
つ
な
ぐ
と
、
な

が
さ
が
、
月
ま
で
の
き
ょ
り
の
や

く
23
ば
い
だ
そ
う
で
す
。
大
き
い

人
、
小
さ
い
人
、
中
ぐ
ら
い
の
人

が
い
て
、
お
も
し
ろ
い
な
ー
と
お

も
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
生
ま
れ
た

と
き
小
さ
い
の
は
お
な
じ
だ
そ
う

で
す
。
よ
ん
で
み
て
ね
。

永戸　歩夢さん
嘉島西小２年

宮田　結生さん
嘉島西小２年

「
オ
ニ
じ
ゃ
な
い
よ

　
　
　

お
に
ぎ
り
だ
よ
」

ピ
ー
タ
ー
・
ス
ピ
ア
ー
＝
え
・
ぶ
ん

松
川
真
弓
＝
や
く　

評
論
社

シ
ゲ
タ
サ
ヤ
カ
＝
作

え
ほ
ん
の
杜

☆
嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

☆
嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

北村北村さんさん大賞　大賞　石坂石坂さんさん県賞県賞
学校賞を嘉島中獲得学校賞を嘉島中獲得

「
せ
か
い
の
ひ
と
び
と
」

子安　裕　様
（東京都世田谷区）
熊本県森林インストラクター
協会　様（熊本市中央区）

風かおる
 葉室　　麟
白磁海岸
 髙樹のぶ子
絵でわかる食中毒の知識
 伊藤　　武／著　西島　基弘／著
英語で日本のしきたりと文化を伝える本
 荒井　弥栄
ＷＯＮＤＥＲ　ワンダー
 Ｒ・Ｊ・パラシオ／作　中井はるの／訳
すみれ島
 今西　祐行／文　松永　禎郎／絵
とらとほしがき
 パク・ジェヒョン／再話・絵
 おおたけきよみ／訳
みぢかなマーク
 ハマダルコラ／絵

臨
時
休
館

９
月
11
〜
15
日

　

嘉
島
町
民
会
館
「
図
書
室
」

は
蔵
書
点
検
、
整
理
の
た
め
、

９
月
11
日
（
火
曜
）
か
ら
15
日

（
土
曜
）
ま
で
臨
時
休
館
い
た

し
ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま
す
。

県中学生水の作文コンクール県中学生水の作文コンクール
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（１）　部落差別はじめさまざまな人権問題に 
関し、正しく理解させる。（知識的側面）

（２）　自分を大切にするとともに、他者を受
け入れ大切にしようとする態度を育て
る。（価値的・態度的側面）

（３）　自分自身や身の回りにある差別を見抜
いたり、相手の思いを受け止め自分の
思いを適切に表現したりする力を身に
付けさせる。（技能的側面）

○ １年「てつぼうきらい」　1年は、初めての人権学習。「てつぼうきらい」という教材を通して、
友達を傷つけるような言動をすることのおかしさや、友達と助け合っていくことの大切さを学びまし
た。「自分が今がんばっていること」をたくさん出し合うことで、お話の中の「わたし」がどれだけ
傷ついたかをより身近に考え、憤りを持つことができました。学習したことを生かして、自分や友達
を大切にしていけるクラスづくりをがんばります。

○ ２年「小さなこえ」　2年は、みんなが明るく楽しく過ごせるクラスづくりを意識して、「小さな
こえ」という教材を取り扱いました。自分が相手にしていることをきちんと振り返ることや、相手に
よって言い方や態度を変えることのおかしさについて学習をしました。教材文に出てくる人物の思い
を自分たちの生活と重ね、だれが相手でも言うべきことはきちんと伝えていくことの大切さ、そして
それができる友達関係づくりの大切さを考えました。

○ ３年「男が先てだれがきめた」　３年は、「男が先てだれがきめた」という教材を通して、おか
しいことはおかしいと言い続けること、誰かに相談することで仲間を増やしていくことの大切さを学
習しました。自分よりも立場の強い人には、おかしいことをおかしいと言えないというような状況に
対し、どうすればよいか考えました。おかしいことはおかしいと、思ったことを言い合えるようなク
ラスにしていくため、自分の行動を振り返りながら、どうしていくのかを考えました。

○ ４年「あの子」　４年は、うわさのおかしさやこわさを知ること、事実を知りうわさをストップさ
せることの大切さを学ぶために、「あの子」という絵本を使いました。教材文の中で、無責任に面白
おかしくうわさを広げていく子どもたち。それを「本当なの？」と言ってうわさを止める子が現れ…。
子どもたち自身の生活経験と重ね、「安心して自由に過ごせるクラス」をつくるためには、どんなこ
とをしていくのか考え、話し合いを行いました。

○ ５年「病気なんかに負けないぞ」　病気と闘いながらもできることを精いっぱいやり抜いた、
ある５年生の児童の作文をもとに学習しました。学校では笑顔で過ごしていますが、学校の外では、
奇異な目線や心無い言動があります。教材の中の児童の思いに寄り添いながら、知らないことが心無
い言動や差別につながることや自分の思いを言葉にして伝えていくことの大切さを学びました。学習
を通して、互いを理解しながら育ち合う仲間の大切さにも気づくことができました。

○ ６年「なこごて腹んたつ」　６年は「なこごて腹んたつ」という教材を通して、不当な差別のお
かしさ、嫌なことがあった時にどのように伝えていけば良いのかを考えました。教材文に出てくる良
子さんクラスは 13 人の１クラスです。私たちの学級と規模が似ているため、問いかけを工夫し、常
に自分たちのクラスと重ねあわせて考えていきました。今回の学習を通して学んだことを日々の学校
生活に生かすことができるように頑張っていきたいと思います。

　学習したことをもとにレポートにまとめ、校内での研究会、また町の人権教育研究会での発表
につないでいきました。これからもさらに人権教育を推進していきたいと考えています。

人権問題の正しい理解のために 〔その314〕 嘉島東小の取り組み

上記を重点目標として、６月に１学期の人権学習を行いました。
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See you, Kashima!
　Although it was "Marine Day" the other day, I used the 
long weekend to　climb a mountain. As for the mountain 
I climbed, it was one that I had　wanted to climb at 
least once in my life the tallest peak in Japan, Mt . Fuji. 
At the summit, I took a photo of myself wearing the 
Kashima Town t-shirt that was presented to me by the 
mayor when I first arrived here two　years ago . Also, I 
have been assaulted by intense muscle pain I have never 
experienced before!
　Last week at Kashima Kindergarten, I played with the 
youngest class, * Tanpopo *（dandelion） for the first time 
this year. In the hot and humid weather, we got to go 
into the large pool and I had a lot of fun. Although it was 
my first time to visit that class, once we had left the pool, 
we moved to the gymnasium and the kindergarten held 
a farewell party for me. I felt a lump in my throat as I 
danced alongside the kids for the final time.
　I will never forget how I was taken in by the people of 
this town, when I arrived in Japan in the August shortly 
after the Kumamoto earthquakes. I love Kashima, the 
town that look care of me through good times and bad,
while I lived on my own for the first time right in the middle 
of Kyushu. After having admired this country from far 
away for so long, I think that I am now able to call this 
town my own hometown in Japan.
　Even once I am gone, I will always feel connected to 
this place. See you, Kashima!

またね、嘉島！

　この前は祝日「海の日」でしたが、私はこの連休で山
に登ってきました。登ってきたのは、一生に一度登って
みたかった日本最高峰の富士山でした。２年前嘉島町に
着任した時に町長からいただいた「頑張ろう嘉島」Ｔシャ
ツを着て、頂上で写真を撮らせてもらいました。そして、
かつて経験したことのない筋肉痛に襲われました！
　先週嘉島幼稚園で、今年初めて年少のたんぽぽ組のク
ラスと遊ぶことができました。蒸し暑い天気の中で、大
きいプールにも入れてもらえて、楽しい時間を過ごしま
した。たんぽぽ組さんと初めての時間でしたが、プール
から上がったら、遊戯室に移動して、私のお別れ会をし

てくれました。子どもたちと一緒に、最後のダンスを踊っ
て胸がいっぱいになりました。
　震災後の８月に来日し、この町に受け入れてもらえて、
２年間お世話になったことを忘れません。九州のど真ん
中で、初めて家族と離れて生活し、苦しい時も楽しい時
も見守ってくれた嘉島町が大好きです。遠くからずっと
憧れていた日本でこの町に第二の故郷ができたと思いま
す。
　離れていてもずっとつながっています！See you , Kashima！
 （７月 17 日作成）

=最終回

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

「
海
の
日
」
に
富
士
山
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
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矢野　峰子
（滝河原）

磯田　順子さん（上島）

火
葬
場
へ
続
く
山
道
登
る
と
き
ハ
ウ
ス
の
先
に
光
る
海
見
ゆ 

大
塚
シ
ズ
子

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
打
楽
器
の
音
高
鳴
る
と
孫
は
泣
き
止
み
体
揺
さ
ぶ
る 

川
原　

涼
子

ハ
ミ
ン
グ
の
聞
こ
え
そ
う
な
る
今
日
の
空
靴
ヒ
モ
し
め
て
さ
あ
出
か
け
よ
う 

北
澤
喜
美
子 

帰
り
際
く
り
返
し
問
う
姑
の
言
う
大
丈
夫
よ
の
声
聞
き
た
く
て 

工
藤　

明
子

竪
穴
の
住
居
に
座
せ
ば
吾
も
ま
た
弥
生
の
人
と
今
共
に
在
り 

栗
﨑　

房
子

お
湯
呑
み
に
茶
を
そ
そ
ぎ
入
る
音
さ
え
も
い
ち
い
ち
気
に
な
る
夫
な
き
家
は 

栗
﨑　

廉
子

雛
た
ち
は
巣
立
ち
た
る
か
な
麦
わ
ら
の
焼
か
る
る
空
に
ひ
ば
り
し
き
鳴
く 

境　
　

益
代

雨
降
ら
ぬ
日
は
庭
の
草
を
取
る
小
さ
な
鍬
に
根
を
掘
り
な
が
ら 

津
出
ト
ヨ
子

爆
竹
の
ひ
び
き
て
時
の
巻
き
戻
る
姉
は
輝
き
リ
レ
ー
を
駆
け
る 

冨
永　

照
代

雲
間
か
ら
な
な
つ
の
星
を
さ
が
し
て
る
幼
き
頃
の
母
の
思
い
出 

西
岡　

幸
止

苗
代
の
こ
ろ
の
朝
晩
の
冷
え
込
み
を
記
し
て
友
の
絵
葉
書
が
来
る 

橋
本
ユ
キ
子

い
つ
し
ら
に
サ
ボ
テ
ン
の
花
開
き
お
り
主
な
き
家や

に
初
夏
の
陽
は
差
す 

本
住　

晴
美

石
橋
を
呑
み
人
を
呑
む
水
な
る
よ
侮
る
な
か
れ
日
々
の
せ
せ
ら
ぎ 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かかししままのの文化文化

「
二
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
」

工
藤　

禮
さ
ん
（
嘉
島
西
小
４
年
）
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意

輪

７月の
　　 町長の動き

荒木町長談

２日 ・庁内常会、課長会議
 ・御船地区防犯協会連合会評議員会
 ・ 熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・上京（～５日まで）
４日 ・全国防災、危機管理トップセミナー
５日 ・全国町村会正副会長会
 ・全国町村会理事会
６日 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
    第２回町村長会議
 ・ 嘉島町男女共同参画社会推進懇話会
 ・上益城教育事務所長来庁応対
 ・大東商事代表取締役社長小原英二氏
   「還暦を祝う会」
８日 ・上益城郡民体育祭開会式
９日 ・ 課長会議
 ・サントリー来庁応対
 ・熊本県子ども未来課来庁応対
 ・熊本交通運輸、新興運送立地協定調印式
10日 ・ 平成30年７月豪雨災害に伴う広島県町村会、
    岡山県町村会訪問
11日 ・平成30年７月豪雨災害に伴う愛媛県町村会訪問
12日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・上六嘉区長来庁応対
 ・嘉島町青少年育成町民会議
 ・嘉島町食品衛生協会総会
13日 ・熊本県金融広報委員会
 ・熊本県人権同和政策課来庁応対
14日 ・ 笠愛一郎氏「第７代熊本県商工会連合会会長」
             就任祝賀会
16日 ・心をつなぐキャッチボールプロジェクトin熊本県
17日 ・課長会議
 ・社会を明るくする運動町内パレード出発式
 ・第２回熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
18日 ・イオンモール熊本内覧会
 ・上京（～19日）
 ・緑川改修期成会要望活動
19日 ・全国町村会要望活動
20日 ・消防学校入校申告
 ・イオンモール熊本オープニングセレモニー
 ・嘱託員会議
 ・国土交通省熊本河川国道事務所長来庁応対
21日 ・消防学校退校申告
23日 ・課長会議
 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
 ・嘉島町地域農業再生協議会総会
 ・熊本地方法務局来庁応対
 ・熊本県都市計画課来庁応対
 ・熊本サントリー会お礼の会
24日 ・全国下水道展
27日 ・少年柔剣道大会開会式
 ・上益城地域振興局総務振興課来庁応対
 ・ALT感謝状贈呈
 ・南工業団地理事長来庁応対
 ・上益城地域農業振興協議会総会
 ・上益城郡町長定例会
28日 ・上益城郡消防大会
 ・上京（～30日まで）

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

島
田　

昭
一　

様
（
下
仲
間
）

　
　
　

亡　

ス
エ
ノ　

様　

　

大
貝　

徳
幸　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

ハ
ル
エ　

様

　

竹
田　

健
二　

様
（
犬
渕
）

　
　
　

亡　

は
つ
め　

様

　
　
　
　
　
　
　

７
月
17
日
現
在

嘉
島
町
は
ま
た
新
た
な
進
出
企
業
を
お
迎
え
し

ま
す
。
県
内
の
運
送
・
倉
庫
業
界
で
は
有
数
の
熊

本
交
通
運
輸
と
新
興
運
送
の
両
社
。
町
役
場
で
先

月
行
っ
た
立
地
協
定
調
印
式
で
、
両
社
社
長
が
そ

れ
ぞ
れ
明
か
さ
れ
た
事
業
発
展
へ
の
強
い
思
い
を

受
け
、
町
も
で
き
る
こ
と
は
誠
意
を
も
っ
て
お
手

伝
い
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

わ
が
町
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
喜
び
は
ひ
と
し

お
で
す
が
、
全
国
の
市
町
村
が
直
面
す
る
人
口
減

少
と
高
齢
化
に
伴
う
「
２
０
４
０
年
問
題
」
を
考

え
れ
ば
、
町
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
安
易
に
立
ち

止
ま
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

今
年
の
人
口
動
態
調
査
で
も
県
内
で
人
口
が
増

え
た
の
は
嘉
島
町
な
ど
６
市
区
町
だ
け
。
総
務
省

の
有
識
者
研
究
会
が
提
言
し
た
市
町
村
連
携
の

「
圏
域
」
構
想
に
は
、
国
の
地
方
制
度
調
査
会
の

席
上
、
私
は
地
方
の
声
を
代
弁
し
て
「
押
し
付
け

で
は
な
く
、
自
治
体
が
主
体
性
を
持
っ
て
選
択
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
く
ぎ
を
刺

し
た
の
で
す
。 

（
８
月
１
日
）

震
災
に
伴
う
各
種
相
談
に
応
じ
る
総
合
窓
口
を

町
役
場
１
階
の
小
会
議
室
に
設
け
て
い
ま
す

元プロ野球選手らが特別コーチを務めた
「心をつなぐキャッチボール」で歓迎のあ
いさつに立った荒木町長

震
災
相
談
窓
口
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発行日　平成30年８月10日

嘉島町の人口動態
平成30年７ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,358 人　

　男　　 4,566 人　

　女　　 4,792 人

世帯数　 3,540 世帯　（＋20）

　

毎
月
、
か
し
ま
の
文
化
コ
ー
ナ
ー

に
短
歌
を
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
町

民
の
方
よ
り
、「
今
回
は
、
あ
な
た

の
６
月
号
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
記
事

を
読
ん
で
歌
に
し
て
み
た
よ
」
と
言

わ
れ
、
び
っ
く
り
。
星
空
を
眺
め
る

様
子
が
見
事
に
短
歌
で
表
現
さ
れ
て

い
て
感
動
し
ま
し
た
。
い
つ
も
「
広

報
か
し
ま
」
を
読
ん
で
い
た
だ
く
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
で
す
。

（
宮
）

　（＋11）

　（＋16）

　（＋27）

　

嘉
島
町
犬
渕
の
十
五
神
社
で
７

月
18
日
、
田
植
え
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、豊
作
や
無
病
息
災
を
願
う
「
馬

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

直
径
１
㍍
を
超
す
大
太
鼓
と
横

笛
が
掛
け
合
う
境
内
で
の
奉
納
演

奏
、
神
事
に
続
き
、
大
太
鼓
を
台

座
に
据
え
付
け
、
引
き
回
す
住
民

ら
の
行
列
は
緑
川
の
堤
防
沿
い
の

水
神
さ
ん
か
ら
地
区
内
の
各
世
帯

を
巡
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
年
来
続
く
伝
統
の
祭
り

で
す
。
か
つ
て
農
作
業
に
欠
か
せ

な
か
っ
た
農
耕
馬
を
大
切
に
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 犬

渕
で
馬
祭
り

☎
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米
光
　
幸
仁（
ゆ
き
ひ
と
）
く
ん

平
成
29
年
12
月
12
日
生

ずっと仲良し姉妹でいてね♪

渡邊　由彩（ゆあ）ちゃん　３歳

平成29年11月11日生
　　　絢心（あこ）ちゃん

ご両親：渡邊　勇樹さん、彩さん（上島）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
の
僕

パ
パ
と
遊
ぶ
の
が
一
番
大
好
き
で
す

ご両親：米光　宏仁さん、めぐみさん（高田）

「雲　海」
森島 カズヱさん（北甘木）

ちぎり絵

今月のコレクション


